
　２月18日、19日の２日間、農村環境改善
センターで子育て広場が開催されました。
　多くの親子連れが来場し、巨大エアー遊具
や手作り体験教室、粘土や積み木、ぬり絵な
どで自由に遊び、楽しく交流しました。会場
にはニャンパチも現れ子どもたちは大喜びで
した。

　２月18日、19日の２日間、農村環境改善

子育て広場開催！

ホームページ http ://www.town.hachirogata .akita . jpホームページ http ://www.town.hachirogata .akita . jp
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議
長
に
村
井 
剛 

氏
、

副
議
長
に
伊
藤 

秋
雄 

氏
　
就
任

町
議
会
議
員
選
挙
後
の

初

議

会

開

会

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長 

伊
　
藤
　
敦
　
朗

　
副
委
員
長 

金
　
　
　
一
　
義

　
委
　
　
員 

小
　
柳
　
　
　
聡

　
委
　
　
員 

三
　
戸
　
留
　
吉

　
委
　
　
員 

村
　
井
　
　
　
昇

　
委
　
　
員 

伊
　
藤
　
秋
　
雄

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長 

加
　
藤
　
千
代
美

　
副
委
員
長 

石
　
井
　
清
　
人

　
委
　
　
員 

柳
　
田
　
裕
　
平

　
委
　
　
員 

北
　
嶋
　
賢
　
子

　
委
　
　
員 

近
　
藤
　
美
喜
雄

　
委
　
　
員 

村
　
井
　
　
　
剛

　
任
期
満
了
に
伴
う
平
成
29
年
１
月
31
日
告
示
の

八
郎
潟
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
平
成
９
年
２

月
４
日
告
示
の
同
選
挙
以
来
、
20
年
ぶ
り
の
無
投

票
と
な
り
、
２
月
５
日
の
選
挙
会
の
後
、
当
選
証

書
が
付
与
さ
れ
12
名
の
新
た
な
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
２
月
23
日
、
改
選
後
初
の
議
会
と
な
る
第
１
回

臨
時
会
が
開
か
れ
、
正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各

常
任
委
員
会
委
員
、
運
営
委
員
会
委
員
、
広
報
編

集
委
員
会
委
員
の
選
任
の
ほ
か
各
一
部
事
務
組
合

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

に
対
し
て
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

議　長副議長

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長 

柳
　
田
　
裕
　
平

　
副
委
員
長 

北
　
嶋
　
賢
　
子

　
委
　
　
員 

伊
　
藤
　
敦
　
朗

　
委
　
　
員 

村
　
井
　
　
　
昇

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
前
期
（
平
成
29
年
２
月
23
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
31
年
２
月
22
日
）

　
委
員
長 

近
　
藤
　
美
喜
雄

　
副
委
員
長 

小
　
柳
　
　
　
聡

　
委
　
　
員 

伊
　
藤
　
敦
　
朗

　
委
　
　
員 

加
　
藤
　
千
代
美

　
委
　
　
員 

村
　
井
　
　
　
昇

　
委
　
　
員 

村
　
井
　
　
　
剛

◆
議
会
選
出
監
査
委
員

　
金
　
一
義

◎
一
部
事
務
組
合
議
員

【
湖
東
地
区
行
政
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
組
合
議
員
】

　
三
戸
　
留
吉
、
北
嶋
　
賢
子
、

　
村
井
　
　
昇

【 

八
郎
潟
町
・
井
川
町

　
　
　
　
衛
生
処
理
施
設
組
合
議
員
】

　
小
柳
　
　
聡
、
柳
田
　
裕
平
、

　
伊
藤
　
敦
朗

【
八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
議
員
】

　
石
井
　
清
人
、
近
藤
美
喜
雄

12番 村井　　剛 氏（6）11番 伊藤　秋雄 氏（5）

1番 小柳　　聡 氏（1）2番 柳田　裕平 氏（2）

6番 北嶋　賢子 氏（7）

10番 金　　一義 氏（5）

3番 伊藤　敦朗 氏（2）

7番 加藤千代美 氏（2）

4番 三戸　留吉 氏（5）

8番 村井　　昇 氏（1） 5番 石井　清人 氏（2）

9番 近藤美喜雄 氏（4）

（カッコ内は当選回数）
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月
　
日（
日
）は
秋
田
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

日（
日
）

日（
日
）

９９
月
９

４

◎
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
仕
事
先
や
旅
行
先
等
の
滞
在
地
の

市
町
村
で
投
票
を
行
う
不
在
者
投
票

や
、
指
定
さ
れ
た
病
院
・
施
設
に
入

院
、
入
所
さ
れ
て
い
て
施
設
内
で
投

票
を
行
う
不
在
者
投
票
の
ほ
か
、
重

度
の
身
体
障
が
い
等
の
方
で
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
に
つ
い
て
は
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
投
票
で
き
る
方

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

・ 

年
齢
要
件
…
平
成
11
年
４
月
10
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

・ 

住
所
要
件
…
平
成
28
年
12
月
22
日

（
届
出
）
以
前
に
八
郎
潟
町
に
住

民
登
録
を
し
て
、
引
き
続
き
住
ま

わ
れ
て
い
る
方

◎
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
の
裏
面
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
期
日
前
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

期
日
前
投
票
所
　
八
郎
潟
町
え
き

ま
え
交
流
館
は
ち
パ
ル

・ 

投
票
期
間
　
３
月
24
日
（
金
）
〜

４
月
８
日
（
土
）
ま
で

・ 

投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時
ま
で

『
ま
ず
行い

こ
う
！
そ
の
行こ
う
ど
う動
が
秋あ
き
た
り
ょ
く

田
力
!!
』

　
　

秋
田
県
知
事
選
挙
が
３
月
23
日
告
示
、
４
月
９
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
『
え
き
ま
え
交
流
館
は
ち
パ
ル
』
で
、
当
日
は
町
内
の
６
箇
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
の
投
票
所
は
投
票
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
投
票
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
ま
で

●
期
日
前
投
票　
３
月
24
日
（
金
）
〜
４
月
８
日
（
土
）　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

『
え
き
ま
え
交
流
館
は
ち
パ
ル
』
で
実
施

◆投票日当日の投票所及び投票区域（行政区）

投　票　区 投　票　所 投票区域（行政区）

１
（第一投票区） 寿山荘 １．２．３．４．11．12区

２
（第二投票区） 防災センター ５．６．７．８．13．27．

34区

３
（第三投票区）

八郎潟町えきまえ
交流館はちパル

９．10．28．31．32．
33区

４
（第四投票区）

川崎地区農村集落
多目的共同利用施設 25．26．29．30区

５
（夜叉袋投票区） 弁天荘 14．15．16．17区

６
（真坂投票区）

高岡コミュニティ
センター

18．19．20．21．22．
23．24区

◎
投
票
入
場
券（
ハ
ガ
キ
）に
つ
い
て

　
３
月
下
旬
に
配
達
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
で
も
、
そ
の
旨
を
投
票
所
で
お
伝

え
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
が
で
き
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。

　
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、
ご

自
宅
に
届
い
て
い
な
い
方
、
そ
の
他

選
挙
権
に
つ
い
て
ご
不
明
な
方
は
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
選
挙
公
報
に
つ
い
て

　
知
事
選
挙
で
は
、
候
補
者
か
ら
申

請
さ
れ
た
原
稿
が
印
刷
さ
れ
、
選
挙

公
報
と
し
て
発
行
さ
れ
ま
す
。
選
挙

公
報
は
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
に
全

戸
配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◎
開
票
に
つ
い
て

・
開
票
日
時

　
　
４
月
９
日
（
日
）
午
後
８
時
〜

・
開
票
場
所

　
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
開
票
会
場
は
参
観
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
内
）

　
☎
８
７
５
│
５
８
０
１

投票さ
来いっ!

3 平成29年３月号広報



人
生
を
振
り
返
り
、
今
後
の
人
生
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
を

検
討
し
、
健
康
に
留
意
さ
れ
ま
し
て
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
確
信
い

た
し
ま
す
。
結
び
と
致
し
ま
し
て
、

合
同
厄
祓
・
還
暦
祝
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

厄
年
は
、
故
郷
に
帰
る
機
会
、
友

人
・
知
人
・
同
窓
生
・
同
級
生
に
会

え
る
機
会
、
御
先
祖
の
墓
参
り
等
々
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
る

お
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
す
ご
い
パ
ワ

ー
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
パ
ワ

ー
は
生
き
て
い
く
上
で
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
と
の
つ
な
が
り
は
大
切

な
財
産
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
八
郎
潟
町
の
文
化
に
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
一
度
、

　
２
月
４
日
、
合
同
厄
祓
い
・
還
暦

祝
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
数
え
年
33
歳
の
女
性
、
数
え

年
42
歳
の
男
性
、
還
暦
を
迎
え
ら
れ

た
方
々
、
総
勢
１
２
２
名
が
参
列
し

ま
し
た
。
参
列
者
の
皆
さ
ん
は
神
妙

な
面
持
ち
で
玉
串
奉
奠
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
神
事
終
了
後
、
実
行
委
員

長
の
伊
藤
満
さ
ん
が
「
本
日
は
、
皆

様
の
日
頃
の
行
い
に
よ
り
、
立
春
の

穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

平成28年度八郎潟町スポーツ賞授与式
スポーツ講演会 合

同
厄
払
・
還
暦
祝

平成29年
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宇
佐
美
　
佑
雅
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
圓
城
　
晴
希
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
石
井
　
千
栄
子
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
相
馬
　
未
藍
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
小
野
　
い
ず
み
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
遠
藤
　
夢
知
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
和
田
　
愛
香
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
石
川
　
結
香
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
丸
岡
　
希
来
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
小
林
　
興
英
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
藤
田
　
悠
晃
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
一
関
　
湧
仁
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
佐
藤
　
颯
星
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
八
郎
潟
中
学
校
　
野
球
部

　 

八
郎
潟
中
学
校
　
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部

　 

八
郎
潟
中
学
校
　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

　 

八
郎
潟
小
学
校
　
八
郎
潟
町
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

　 

八
郎
潟
小
学
校
　
八
郎
潟
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
Ａ
チ
ー

ム
）

個
人

　
吉
田
　
義
則
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
甲
谷
　
弥
生
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
伊
藤
　
弘
子
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
加
藤
　
八
重
美
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
吉
田
　
歌
織
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
三
戸
　
学
　
　
　
卓
球

　
石
川
　
竣
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
近
藤
　
雄
斗
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
一
ノ
関
　
一
希
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
能
代
　
美
沙
　
　
水
泳

　
齊
藤
　
漱
良
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
櫻
庭
　
優
有
子
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
松
田
　
直
大
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
鎌
田
　
瑠
夏
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
小
栁
　
妃
奈
乃
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
北
嶋
　
杏
梨
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
中
津
川
　
さ
く
ら
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
伊
藤
　
愛
華
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
嶋
崎
　
美
鈴
　
　
水
泳

　
藤
井
　
龍
郎
　
　
柔
道

　
小
林
　
寛
英
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
森
川
　
小
春
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

被
表
彰
者 

（
敬
称
略
）

特
別
賞
（
国
際
大
会
出
場
）

個
人

　
志
田
　
千
陽
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
森
川
　
す
み
れ
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

栄
光
賞
（
全
国・東
北
大
会
で
３
位
以
内
）

団
体

　 

八
郎
潟
中
学
校
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同

好
会

　 

八
郎
潟
小
学
校
　
八
郎
潟
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

個
人

　
松
田
　
健
悟
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
土
橋
　
奏
珠
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
竹
田
　
菜
々
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
三
戸
　
珠
希
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
石
井
　
み
ら
い
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
土
橋
　
雄
太
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
佐
々
木
　
延
彦
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
小
野
　
啓
郷
　
　
軟
式
野
球

　
髙
橋
　
夏
香
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
菊
地
　
澄
佳
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
小
林
　
晴
斗
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
工
藤
　
彩
楽
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
畠
山
　
樹
　
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

　
村
井
　
洋
輝
　
　
レ
ス
リ
ン
グ

奨
励
賞
（
全
県
大
会
で
３
位
以
内
）

団
体

　 

八
郎
潟
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
・
女
）

　
２
月
11
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
八
郎

潟
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
で
は
特

別
賞
が
２
名
、
栄
光
賞
２
団
体
と
個
人
14
名
、
奨

励
賞
７
団
体
と
個
人
35
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ダ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
石
井　
亜
紀

氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ
！
必

笑
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

の
後
は
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

し
た
。

　
２
月

潟
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
で
は
特

別
賞
が
２
名
、
栄
光
賞
２
団
体
と
個
人

励
賞
７
団
体
と
個
人

そ
の
後
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ダ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
石
井　
亜
紀

氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ
！
必

笑
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

の
後
は
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

し
た
。

平成28年度八郎潟町スポーツ賞授与式
スポーツ講演会
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◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課

　
☎
８
７
５
│
５
８
０
６

　
４
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

　
八
郎
潟
町
浦
大
町
地
内

※ 

訓
練
の
た
め
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

ま
す
が
、
火
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
（
火
災
予
防
運
動
期

間
中
は
消
防
団
が
全
町
を
警
戒
巡

回
し
ま
す
）

消
防
団
員
随
時
募
集
中
！

　
わ
た
し
た
ち
の
町
を
守
る
た
め
に
、

消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
？

消
防
団
員
の
身
分
・
補
償
等

　
特
別
職
の
公
務
員
と
な
り
、

●
公
務
災
害
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

● 

年
報
酬
・
出
動
報
酬
が
支
給
さ
れ

ま
す

は
な
れ
て
い
て
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で

は
、
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
す
べ
て

焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
親
せ
き
の

家
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
不
安
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
町
の

大
火
も
、
先
日
起
こ
っ
た
、
町
を
飲

み
こ
む
よ
う
な
糸
魚
川
市
の
大
火
も
、

火
事
の
原
因
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、

町
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
わ
た
し
の
父
は
消
防
団
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
火
事
が
起
こ
る
と
す
ぐ

火
事
場
に
か
け
つ
け
ま
す
。
ま
た
、

月
に
２
・
３
度
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
町
の
人
た
ち
に
火
事
に
気
を
付
け

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ

の
父
は
、
い
つ
も
、

「
火
事
が
起
き
た
と
き
に
火
を
消
す

こ
と
も
大
切
だ
け
れ
ど
、
そ
の
前
に
、

火
事
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
」

と
言
っ
て
、
家
族
や
町
の
人
た
ち
が

安
全
に
く
ら
す
こ
と
を
願
い
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
火
事
を
防
ぐ
に
は
、
一
人
一
人
が

火
災
の
原
因
を
つ
く
ら
な
い
と
い
う

意
識
を
も
っ
た
火
の
使
い
手
に
な
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
、
家
族
は
も
ち

ろ
ん
、
町
の
中
で
、
声
を
か
け
合
う

町
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
わ
た
し
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
や
友
達
、
町
の

人
た
ち
に
こ
の
防
火
対
策
を
呼
び
か

け
て
、
大
好
き
な
人
や
町
を
い
っ
し

ょ
に
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ん
な
が
で
き
る
防
火
対
策

八
郎
潟
小
学
校
五
年
　
租
平
ひ
な
た

「
火
を
使
っ
た
ら
必
ず
消
す
」

こ
れ
は
、
私
の
家
の
窓
に
は
っ
て
あ

る
言
葉
で
す
。
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
は
、

コ
ン
ロ
に
な
べ
を
か
け
た
ま
ま
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
目
の
付
く
と
こ
ろ
に
こ
れ
を
は

っ
た
り
、
家
族
み
ん
な
で
声
を
か
け

た
り
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
火

事
の
原
因
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
れ

ば
、
火
事
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
た
ち
の
町
で
は
、
今
か
ら

お
よ
そ
七
十
年
前
、
五
百
戸
以
上
の

建
物
を
焼
い
て
し
ま
う
大
火
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
風
が
強
く
、

空
気
が
か
ん
そ
う
し
て
い
て
、
火
が

燃
え
移
り
ま
し
た
。
ひ
い
お
ば
あ
さ

ん
の
お
母
さ
ん
の
家
は
火
も
と
か
ら

第
27
回
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

「 
み
ん
な
が
で
き
る

防
火
対
策
」

租
平
　
ひ
な
た

優
秀
賞

「 

お
そ
ろ
し
い
火
事
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
」

小
林
　
歩
夢

第
26
回
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作

「
気
を
つ
け
ろ

火
の
消
し
わ
す
れ

火
事
の
も
と
」

渡
部
　
珠
羽

優
良
作

「
少
し
で
も

油
断
を
減
ら
し

火
災
ゼ
ロ
」

菅
　
み
い
な

　
２
月
24
日
、
湖
東
地
区
消
防
本
部

で
第
27
回
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・

第
26
回
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
火
災
予
防
意
識

の
高
揚
と
啓
発
の
推
進
を
目
標
と
し

て
、
湖
東
地
区
消
防
署
管
内
の
４
校

の
小
学
５
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
八
郎
潟
小
学

校
か
ら
は
、
作
文
部
門
２
名
、
標
語

部
門
２
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
作
文
・
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

防
火
作
文
・
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

防
火
作
文
・
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

八
小
生
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
！

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
！

八
郎
潟
消
防
団
駆
付
訓
練
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まちの話題

　１月27日、元気なふるさと秋田づくり地域活動表彰式

が行われ、本町のプロジェクト８が表彰されました。この

表彰は地域に根差し、地域のためになる活動に取り組んで

いる団体や個人を表彰するもので、プロジェクト８による

一夜市やイルミネーション等のイベントや事業が、町に活

力を与える活動として評価されました。

　２月19日、町民体育館でディスコン大会が行われ、７

区が優勝しました。おめでとうございます。

　結果は以下のとおりです。

　　優　勝 ７区

　　準優勝 18区

　　３　位 ９区

元気なふるさと秋田づくり地域活動表彰式で
プロジェクト８が表彰される

第８回全町ディスコン大会
７区が優勝

　２月15日、八郎潟小学校にプロバスケットボールチー

ム・秋田ノーザンハピネッツの選手である谷口大智さんが

訪れ、４年生を対象にお話をされました。ハピネッツは秋

田県と連携した人権啓発活動を行っており、活動の一環と

して県内小学校を訪問しています。

　今回の訪問では、八郎潟町人権擁護委員の方のお話の後、

谷口選手の経験談を聞き、その後小学生たちは色々な質問

をして谷口選手との交流を楽しみました。

八郎潟小学校に
ハピネッツ谷口選手

　現在、八郎潟町では、交通秩序の保持と交通事故の防
止のため、交通指導隊を組織しています。交通指導隊員
は、自分の仕事を持ちながら、街頭指導やイベント時の
交通誘導など、身近な地域の交通安全運動を行っていま
す。
　年々隊員が不足していることから、交通指導隊員とし
て地域の交通事故防止に一緒に取り組んでいただける方
を募集します。

●募集人数 若干名
●募集資格　 町内に居住している20歳以上の心身ともに

健康な方　※男女不問
●活動内容　 春・秋の交通安全運動での街頭指導、広報

活動、幼稚園・小学校・中学校などでの交
通安全教育、各種行事における交通整理や
交通指導（出動回数：年平均25回程度）

　現在、八郎潟町では、交通秩序の保持と交通事故の防 ●募集人数 若干名

交通指導隊員を募集しています

◆問い合わせ先　町民課　☎８７５－５８０６
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平成29年度　八郎潟町奨学生募集
　八郎潟町では、有用な人材を育成することを目的に、対象となる方に八郎潟町奨学金貸与制度により無利息で奨学金

を貸与しております。

●応募資格
　 　町内在住者の子弟で、平成29年４月に高等学校、国

公立大学、私立大学、短期大学、専門学校に入学する

方、または在学の方。

●貸与月額
　・高等学校…月額16,000円

　・短大及び高等専門学校又は専門学校…月額30,000円

　・大学及び大学院…月額30,000円

　※ 初年度の貸与については、当該年度の６月から開始

します。

●申込方法
　 　教育委員会で配布する申込書類

によりお申し込みください。

●応募期限
　４月20日（木）

●返還方法
　 　奨学金の返還は、卒業後から貸与月額の半額ずつを

貸与期間の倍の期間で返還していただきます。

◆問い合わせ先　教育委員会　☎８７５－５８１２

平成29年度『学童保育』の受付を開始します
　八郎潟町では、就労などの理由により、放課後帰宅しても保護者等が不在である児童を健全に育成するため、学童保

育をおこなっています。学童保育の利用を希望される方は以下の要領によりお申し込みください。

●対象児童
　 　小学校１年生から６年生までの就学する児童で、保
護者等が就労・病気・その他の理由により、下校後家

庭で保育を受けることができない児童。

　※ 同居家族に保育ができる祖父、祖母がいる場合対象
となりません。

●実施場所　平　日：えきまえ交流館「はちパル」
　　　　　　土曜日：中央児童館

●実施日時　学校のある日　下校時間～午後７時
　　　　　　学校休業日　午前７時～午後７時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長期休暇等）

●休業日　　日曜日、祝日、お盆（8/13～15）、
　　　　　　年末年始（12/29～1/3）

●利用料金
　月５日まで　　　　　　1,000円
　月６日から10日まで　　2,000円
　月11日以上　　　　　　3,000円
　第３子以降、または生活保護世帯は無料です。

●傷害保険料　利用者負担分400円
●送迎について　保護者等が児童の送迎をすること。
●申し込み方法　 福祉課備え付けの申込書及び児童調査

表に記入。

●申込受付期間　３月６日（月）～３月17日（金）

引っ越しの季節です！　　　　　　　　
　　　転出・転入・転居の届出をお忘れなく！

●転出届（八郎潟町から町外へ引っ越す方）
　 　転出の予定が決まりましたら、おおむね２週間前か

ら転出の届出をすることができます。新住所地での転

入手続きで必要となる「転出証明書」を発行します。

●転入届（町外から八郎潟町に引っ越してきた方）
　 　引っ越してきた日から14日以内に、前住所地で発行

された「転出証明書」を持って、転入の届出をしてく

ださい。引っ越し前に手続きすることはできません。

●転居届（八郎潟町内で引っ越しをした方）
　 　引っ越しをした日から14日以内に、届出をしてくだ

さい。

　※ 届出の際は窓口に来られた方の本人

確認書類（運転免許証など）が必要

となりますので、提示をお願いしま

す。

　※ 本人と同一世帯でない方が届出を行う場合は、委任

状が必要です。

　※ 転入届・転居届の際には、マイナンバーの「通知

カード」や「マイナンバーカード（個人番号カー

ド）」をお持ちください。

◆問い合わせ先　福祉課　☎８７５－５８０８

◆問い合わせ先　町民課　　☎８７５－５８０５
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◆申し込み・問い合わせ先　図書館　☎８２７－５６０１

図書館からのお知らせ
●３月の企画展示
　今月の企画展示は「大人のための絵本の時

間　くつろぎの時間」 です。忙しい毎日に、
ほっと一息ついたり、笑って元気になったり、

大人が読んで楽しい絵本を展示・貸出いたし

ます。また併せて、ミニ展示「写真上手にな

る！」も行います。卒業式などで何かと写真

を撮ることが増える季節。写真撮影や写真の

整理に役立つ本を展示・貸出いたします。

★展示期間　３月２日（木）～31日（金）

●図書館でボランティアしてみませんか？
　図書館で行う「乳幼児向けおはなし会」での読み聞かせボラ

ンティアを募集いたします。参加ご希望の方は、「ボランティ

ア登録申込書」にご記入の上、お申し込みください。登録申込

書は、図書館カウンター、図書館HPから入手できます。
　図書館ボランティアは随時募集中です。現在８名の方々から

図書館の活動を支えていただいております。次のボランティア

内容をご参考の上、どうぞお気軽にお問い合せください。

　　＜ボランティア内容＞
　　　①おはなし会での読み聞かせ（対象年齢３歳以上）
　　　②本棚の整理　
　　　③本の修理　
　　　④【新】乳幼児向けおはなし会での読み聞かせ
　　　　（対象年齢０歳～２歳）

平成29年農作業賃金等協定表
　この金額は基準を示したものです。作業が特別な状況下で行われる場合や、肥料等の資材を含む場合、稲が倒伏等の
状態にある場合は、双方で協議して料金を決めてください。この金額は一日８時間労働を基準として、賄いその他一切
の現物支給は含まないものとします。使用農機具には運転手付きとします。また、春季農作業の耕起の深さは15cmを
基準とします。農作業の際は、機械の点検整備を怠らず、事故のないようご注意ください。

春季
作業名 区分 単位 標準額（円） 備考

耕起
30a区画以上

10a
4,200 増反地含む

30a区画未満 4,500 　
湿　　田 7,000 代掻き共

代掻き
30a区画以上

10a
4,500 増反地含む

30a区画未満 4,800 　
転作跡地 5,400 区画を問わず

育苗 　 １箱 600 　

田
植
機

田植え（苗もち）
30a区画以上

10a
21,300

30a区画未満 22,300

植え付けのみ
30a区画以上

10a
4,500

30a区画未満 5,000
一般作業 男女共 １日 6,000 　
畦塗り 　 １ｍ 30 　
溝切り 縦４本、 横２本 10a 2,000 　
種籾催芽 １㎏ 130 　

転
作
関
係
・
大
豆

耕起（ロータリー） ２回 10a 7,000 1回の場合は上段の耕起額

耕起（アッパーロータリー） １回 10a 4,000
大豆 播種 10a 2,000
播種管理機 機械賃貸 10a 500
中耕・培土 乗　　用 10a 2,000

歩　　行 10a 4,000

秋季
作業名 区分 単位 標準額（円）

稲刈り、その他作業 男女共 １日 6,000
10ａ刈り バインダー 10a 7,600

コ
ン
バ
イ
ン

10a全刈り
30a区画以上

10a
12,400

30a区画未満 14,200
全刈り・運搬
・乾燥・籾摺り

30a区画以上
10a

25,900
30a区画未満 27,700

籾乾燥
全乾燥 10a 7,500
補助乾燥 10a 5,000

生籾運搬 　 10a 1,600
脱穀 　 10a 7,000

売り渡し米運搬 　 30㎏ 90
籾摺り 　 60㎏ 550
色彩選別機 　 60㎏ 600
精米 　 60㎏ 600

大豆刈り取り料 コンバイン以外 10a 5,000

大豆脱粒機
運転手付き 10a 7,000
貸出料 10a 1,500

◆問い合わせ先
　八郎潟町農業委員会　☎８７５－５８０３
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広告

　地場野菜・食品・物産・雑貨などが販売されま
す。1,000円で1,200円分のお買い物が出来るプレ
ミアムお買い物券も発行されますのでぜひご来店
ください。
●日時　３月26日（日）午前９時～正午
●場所　はちパル

今月のおもしろイベント
　男鹿水族館ＧＡＯからおでかけ水族館がやって
くる！
●時間　10：00～11：30
　磯のタッチプール（ウニ、サザエ、ヒトデ、ヤ
ドカリ、ナマコなど）や、リクガメのふれあい体
験、ドクターフィッシュ、｢ハタハタについて知
ろう！｣コーナーなど。
（気温などによって内容が変更になる場合があり
ます。）
　ぜひ遊びに来てください！

◆問い合わせ先　産業課　☎８７５－５８０３

◆問い合わせ先　教育委員会　☎８７５－５８１２

◆問い合わせ先　町民課　☎８７５－５８０６

　地場野菜・食品・物産・雑貨などが販売されま
す。1,000円で1,200円分のお買い物が出来るプレ

３月のおもしろ市場

八郎湖クリーンアップ作戦・全町清掃デー
　平成29年度は４月16日（日）の開催を予定しており
ます。
　町民のみなさまにはご多忙の時期と存じますが、環
境美化活動へのご理解と参加のご協力をお願いいたし
ます。

　私たち一人ひとりが主役　チャレンジデーに参加し
よう！
　対戦自治体は、３月上旬に笹川スポーツ財団が決定
します。
【チャレンジデーってなに？】
　当日の午前０時～午後９時までの間に15分間以上運動した
人が何人いるかを競う住民参加型のスポーツイベントです

チャレンジデー
５月31日（水）開催

今年も
　やります！

◆問い合わせ先　町民課　☎８７５－５８０５

　この共済制度は、県内の住民が助け合い、事故や災害にあった方を救済する制度です。交通災害は１日の通院・入院

から、不慮の災害は１日の入院から共済金を請求することができます。加入は随時受付しています。加入申込書に必要

事項を記入し、掛金を添えてお申し込みください。

●加入資格者  八郎潟町に住んでおり、住民基本台
帳に登録されている方（平成29年４
月１日を基準）

●掛金（１人年額） 交通災害共済３００円、
 不慮の災害共済７００円

●共済期間  平成29年４月１日～平成30年３月
31日（４月１日以降に加入した方は、
加入日の翌日から３月31日まで）

●加入受付窓口 ・取扱金融機関

 （ 秋田銀行、北都銀行、ゆうちょ銀
行または郵便局）

 ・八郎潟町役場

 　町民課（２番窓口）

から、不慮の災害は１日の入院から共済金を請求することができます。加入は随時受付しています。加入申込書に必要

　この共済制度は、県内の住民が助け合い、事故や災害にあった方を救済する制度です。交通災害は１日の通院・入院

から、不慮の災害は１日の入院から共済金を請求することができます。加入は随時受付しています。加入申込書に必要

　この共済制度は、県内の住民が助け合い、事故や災害にあった方を救済する制度です。交通災害は１日の通院・入院

から、不慮の災害は１日の入院から共済金を請求することができます。加入は随時受付しています。加入申込書に必要

平成29年度　交通災害共済・不慮の災害共済
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アパート

防衛省では29年度採用試験を次のとおり行います。
１　自衛隊幹部候補生（一般）

種目 受験資格 受付期間 試験日程

一般
22歳以上26歳未満の者

平成29年３月１日～
平成29年５月５日

平成29年５月13日（土）・14日（日）※14日は飛行要員のみ
歯科・薬剤科 平成29年５月13日（土）
試験科目については、お問い合わせください。

２　予備自衛官補（一般・技能）

種目 受験資格 受付期限 試験日程

予備
自衛官補

一般 18歳以上34歳未満の者
平成29年４月７日（金）まで

４月14日（金）～４月18日（火）
までの間の指定する１日技能 18歳以上で国家資格を有する者

試験科目

種目 科目

予備
自衛官補

一般 筆記試験（国語・数学・理科・社会・英語・作文）口述試験・適性検査・身体検査

技能 筆記試験（小論文）・口述試験・適性検査・身体検査

◆問合わせ先　自衛隊　秋田募集案内所　☎０１８－８６４－４９２９

防衛省採用試験案内

平成29年度国家公務員 ｢国税専門官採用試験｣（大学卒業程度）
　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税
務署等において、調査・徴収・検査や指導などを行う税
務のスペシャリストです。

●受験資格
１　昭和62年４月２日から平成８年４月１日生まれの者
２　平成８年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
（１） 大学を卒業した者及び平成30年３月までに大学を

卒業する見込の者
（２） 人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると

認める者

●受験申込受付期間
　３月31日（金）～４月12日（水）まで

●受験申し込み方法
　受験申し込みはインターネット申し込みとする。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ（http://www.jinji.
go.jp/saiyo/saiyo.htm）
　なお、インターネットで申し込めない場合は、受験申
し込み受付期間前に仙台国税局人事第二課試験研修係へ
連絡する。

●第１次試験日
　平成29年６月11日（日）

◆試験に関する問い合わせ先
　仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎０２２－２６３－１１１１（内線３２３６）

　申込方法や受験資格等の詳しい内容
については、人事院ホームページ又は
下記にお問い合わせください。

試験名 申込受付期間 第１次試験日
総合職試験

（院卒者・大卒程
度試験）

【インターネット】
３月31日（金）9:00 ～４月10日（月）
〔受信有効〕

４月30日（日）

一般職試験
（大卒程度試験）

【インターネット】
４月７日（金）9:00 ～４月19日（水）
〔受信有効〕

６月18日（日）

一般職試験
（高卒者試験）

【インターネット】
６月19日（月）9:00 ～６月28日（水）
〔受信有効〕

９月３日（日）

　申込方法や受験資格等の詳しい内容試験名 申込受付期間 第１次試験日

国家公務員採用試験のお知らせ

◆問い合わせ先
　人事院東北事務局第二課試験係
　☎０２２－２２１－２０２２
　人事院ホームページ
　 http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.
htm
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保健センターだより 保健センター　　　☎875－2800
包括支援センター　☎875－2835

　町では平成27年度より、絵本を
介して親子がふれあうきっかけを

つくる「ブックスタート事業」を

実施しております。この度、乳児

健診時に絵本の読み聞かせを行う

ボランティアをしてくれる方を募

集します。地域ぐるみでの子育て

を一緒に応援してくれる方、興味のある方は保健センター

までご連絡ください。

●内　容　乳児健診での赤ちゃんへの絵本の読み聞かせ

●実施日　月に１回、１時間程度（13:30～14:40）
●募集人員　若干名（年齢、性別問わず）

※初めての方でも大歓迎です。

　今年度、町の水中運動教室に参加された皆さんで自主グ
ループが作られました！年齢・男女問わず会員募集中です
♪興味がある方は保健センターまでご連絡ください。
（見学からでもOKです）※写真は２月開催の様子です。
【３月の日程】
①13日（月）10:10～11:30
②27日（月）10:10～11:30
～詳細は広報２月号をご覧いただくか、
　　　　　　保健センターへお問い合わせください～

　２月５日に、はちパル・にゃんぱち子育てらんど

にて子育て・食育教室が開催されました。町内外か

ら15組の親子が参加してくださいました。次回のぴ
よぴよ教室は今年度最後の講座です。是非遊びにい

らしてください。

　【３月のぴよぴよ教室】
　「離乳食づくりのキホン」
　●日　時　３月７日（火）10:00～
　●持ち物　エプロン・おんぶ紐など

◆申し込み・問い合わせ先　保健センター　☎８７５－２８００

～水中ウォーキング自主グループ会員募集中～

　～ブックスタート事業
　　　　読み聞かせボランティアの募集～

▲災害への備えと応急手当のお話

▲親子体操～寒さに負けない身体づくり～

▲バレンタインに
　ぴったりおやつづくり

　２月20日に「骨粗鬆症予防」をテーマに運動講
座が開催され、31名の方が参加しました。
骨密度を測り、自分の骨の状態を確認しました。
　次回のお知らせは下記のとおりです。皆さんお
誘い合わせの上、是非お越しください。
●日時　３月９日（木）　午前10時～11時
●会場　保健センター　●対象　女性の方
●内容「人生は自分が主役！
　女性らしくいきいき生きる」
　講師　秋田大学大学院
　　　　医学系研究科
　　　　教授　中村順子　氏

ぴよぴよ教室
　　・ぱくぱくキッズ

～輝く女性の健康講座～

　町では接種費用の助成を実施しています。今年
度の該当者は、接種期間を過ぎると全額自己負担
となりますので、早めの接種をお勧めします。対
象者等詳細は広報２月号をご覧いただくか、保健
センターへお問い合わせください。

　町では医療機関での特定健診を実施していま

す。実施期間は平成29年3月31日までとなりますの
で、今年度まだ特定健診を受け

ていない方はお早めに受診くだ

さい。年に１回は必ず健診を受

けて、健康管理に努めましょう。

詳細は保健センターへお問い合

わせください。

～特定健診個別医療機関方式のおしらせ～
※40～74歳の八郎潟町国保に加入している皆さんへ※

～“成人用肺炎球菌ワクチン定期接種”の
今年度助成該当者の期限は３月末までです！～
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保健センターだより 保健センター　　　☎875－2800
包括支援センター　☎875－2835

◆申し込み・問い合わせ先　地域包括支援センター　☎８７５－２８３５

10月１日から始まります！

●介護予防事業

事業名 日にち 時間 場所 対象

からだ
スッキリ教室

 1日（水）
15日（水）

13：30
　～14：30 保健

センター
65歳以上
の方で申
し込みを
された方

いきいきシニア
健康エクササイズ  3日（金）

10：00
　～11：00

いきいきシニア
健康エクササイズ
（移動教室）

 9日（木）
23日（木）

小野恵子
創作バレ
エ研究所

ストレッチ教室 10日（金） 保健
センター

●保健衛生事業

事業名 日にち 受付時間 場所 対象

食と健康の
相談日  7日（火）13：30　～16：00

保健
センター

健康相談希望の方
※要予約

妊婦相談
母子手帳発行  9日（木）8：40　～11：30

母子手帳の必要な
妊婦

乳児健診 16日（木）13：00　～13：20
平成28年
４月・７月・11月生

●介護予防事業

事業名 日にち 時間 場所 対象

筋筋くらぶ 　2日（木）
16日（木）

13：30
～15：00 保健センター

65歳
以上
の方

寿山荘おたっしゃ
くらぶ 　3日（金） 13：30～14：40 寿山荘

高岡
おたっしゃくらぶ 　8日（水） 13：30～14：40

高岡コミュニティ
センター

川崎
おたっしゃくらぶ 16日（木） 10：30～11：40

川崎
多目的センター

　　月の保健衛生・介護予防カレンダー３

◆申し込み・問い合わせ先　保健センター　☎８７５－２８００

「中・高年齢者の心とからだの健康教室」のお知らせ
　65歳以上の方だけではなく、興味がある方ならどなたでも参加出来ます。

日時 場所 内容

３月14日(火)
10時～11時

真坂地区
コミュニティ施設

症状別運動指導

「ひざにやさしい体操」
ヨシoh！治療院　院長

日本体育協会公認アスレチックトレーナー

戸島　義夫　氏

３月17日(金)
10時～11時

夜叉袋児童館

３月22日(水)
10時～11時 11・12・13区児童館

男性のための運動教室「からだスッキリ教室」のお知らせ
●時間：午後１時30分～２時30分　●会場：保健センター　●対象：65歳以上の男性で、運動に支障のない方

実施日 内容 講師

３月１日（水）
３月15日（水）

筋力アップトレーニング、ストレッチ、
柔軟性を高める運動指導

日本体育協会公認　スポーツ指導者
小山田　聖子　氏

新規の男性の参加をお待ちしております。興味がある方は地域包括支援センターにご連絡ください。

　介護保険法の改正で、平成29年度から今まで地域包括支援センターで実施していた運動教室は、「一般介護予
防事業」と名称が変更されます。４月号広報で再度参加者の募集をしますので、お気軽にご相談ください。
　また、現在の要支援１・２の方が利用している、「介護予防訪問介護」と「介護予防通所介護」が新たに「介
護予防・日常生活支援総合事業」となります。詳しくは、折り込みのチラシをご覧ください。

　介護保険法の改正で、平成29年度から今まで地域包括支援センターで実施していた運動教室は、「一般介護予

介護保険制度が変わります！

介護予防教室のご案内

献血へのご協力
ありがとうございました！

　２月13日に献血車が来町し、39名
の皆様からご協力いただきました。

　ありがとうございました。引き続き

ご協力よろしくお願い致します。

～コーヒー・お茶・お菓子を準備しております。

　お気軽にお立ち寄り下さい。～

◇開催日　毎週水曜日（祝日は除く）

◇会　場　【１日】はちパル　午前10時～12時
【８・15・22・29日】ロマンの里　午前10時～午後１時
【主催：メンタルハート八郎潟】

はればれサロン開催日はればれサロン開催日

13 平成29年３月号広報



◆問い合わせ先　秋田年金事務所 お客様相談室　☎８６５－２３７９

国民年金

特定期間のご案内
　国民年金の第３号被保険者が、配偶者（第２号被保険者）の退職やご
本人の収入が増加したことによって扶養から外れた場合には、第１号被
保険者への切り替え手続きが必要です。
　この切り替え手続きが２年以上遅れ、時効により国民年金保険料を納
付することができなかった期間については、届出により年金の受給資格
期間に算入することができ、年金を受け取れない事態を防止できる場合
があります（ただし、年金額には反映しません）。
　くわしくは、ねんきん加入者ダイヤルまたは秋田年金事務所にお問い
合わせください。
【ねんきん加入者ダイヤル】☎０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）
※０５０から始まる電話でおかけになる場合は☎０３－６６３０－２５２５
　受付時間　月～金曜日　午前８時30分～午後７時
　　　　　　第２土曜日　午前９時～午後５時 役場直通電話番号・メールアドレス

◆出　納　室 ☎875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課 ☎875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課 ☎875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課 ☎875－5805
 5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課 ☎875－5808
　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆保　健　課 ☎875－5813
　hoken@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課 ☎875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建設課・水道課 ☎875－5809
 5811

　建設担当
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
　上下水道担当
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課 ☎875－5812

　学校教育担当
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
　社会教育担当
　syakyo@town.hachirogata.lg.jp

　社会体育担当
　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園 ☎875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局 ☎875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター ☎875－2800
　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）
 ☎875－2835
　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館
 ☎875－5500
◆農村環境改善センター（公民館）
 ☎875－5777
◆えきまえ交流館「はちパル」
 ☎827－5600
　hachipal@town.hachirogata.lg.jp

◆八郎潟町立図書館 ☎827－5601
　tosyokan@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 ☎018－875－5800

「防災ネット八郎潟」に
　アドレス登録を！

　町内で火災や自然災害などが発生
した際に、安全・安心に関係する情報
が配信されます。下記アドレスに空
メールを送ることで登録ができます。
bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

◀こちらのQRコード
でアドレスが表示され
ます

◆問い合わせ先
役場町民課　☎875－5806

■資源ゴミ還元事業    　　　　　　　平成29年分

２月分
段ボール 新　聞 雑　誌 積立金

2,130kg 7,470kg 1,490kg 70,254円
累計 4,220kg 11,060kg 5,860kg 130,658円
 (６円/kg) (６円/kg) (５円/kg)

■町長交際費の支出状況（１月）
◎町長等が外部との交際に要した経費の概要をお知らせします。

分　類 件 数 金額（円) 内　　訳

会　費 5 26,000 交通指導隊新年会、在京秋田県人会新春交歓会　ほか

その他 5 39,810 消防団出初式、平成営農組合総会、ハッピーカード会　ほか

計 10 65,810

■水質検査結果（浄水）

平成29年１月23日採取分　浄水採取場所：八郎潟町浄水場の蛇口
検 査 項 目 検 査 結 果 基  準  値

一般細菌 ０CFU/ml 集落数が100CFU/mℓ以下
大腸菌 陰性 検出されないこと

塩化物イオン 24.0㎎/ｌ 200㎎/ｌ以下
有機物（全有機炭素（TOC）の量) 0.5㎎/ｌ ３㎎/ｌ以下
pH値 7.2  5.8以上8.6以下
味 異常なし 異常でないこと

臭気 異常なし 異常でないこと

色度 0.5度未満 ５度以下

濁度 0.1度未満 ２度以下

残留塩素 0.15㎎/ｌ

■八郎潟町国民健康保険者医療費状況 （単位：円）

区　分 一般分 退職分 合　計

11月分医療費 43,424,800 4,477,500 47,902,300
12月分医療費 41,771,198 3,815,800 45,586,998
比較増減 △1,653,602 △661,700 △2,315,302

●一人当たりの医療費（平成28年12月分） （単位：円）

区　分 一般分 退職分 全体（平均）

八郎潟町 29,129 59,622 30,432
医療圏内
秋田・男鹿・潟上・南秋 34,964 37,423 35,016

秋田県 32,879 32,762 32,875
※ジェネリック医薬品の利用促進にご協力をお願いします。
　同じ成分・同じ効き目で安く、医療費にも家計にもやさしいお薬です。もちろ
ん、安全性は保障されています。
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日記 ④ぐみ

「はっぴぃ」から３月のお知らせ「はっぴぃ」から３月のお知らせお知らせ「はっぴぃ」から３月のお知らせ
地域子育て支援センター

◆にゃんぱち子育てらんどのお楽しみ企画
企画 日時 内容

ひなまつり会
３日（金）
11:00頃

・「ひな祭り」の雰囲気をみんなで楽しみましょう。

一緒に遊ぼう
10日（金）
11:00頃

・手遊び、体操、読み聞かせ等、みんなで楽しみましょう。

助産師さんの
相談日

15日（水）
10:00～12:00

・ 授乳、離乳食、発育の心配等、お気軽にお話し下さい。
助産師が相談に応じます。
　　　　　助産師　　近藤真利子 氏

ままのて
16日（木）
随時

・成長の記念に「手形、足形アート」を作りましょう。

どーんと
土曜日

18日（土）
随時

・いろいろな「木」のおもちゃで遊びましょう。

お楽しみ会
24日（金）
10:00～12:00

・親子運動遊び　10:00～11:00
　講師　カワイ体育教室　三浦　正宏　氏
・簡単クッキング　11:00～12:00

お誕生会
31日（金）
11:00～11:30

・ ３月生まれのお子さんをみんなでお祝いしましょう。
お誕生カードをプレゼントします。

・毎月の企画
　○「さんさんサンデー」…毎週日曜日はお父さん歓迎の日

　○「赤ちゃん集まれ～」…毎週水曜日（午前中）

　　０歳児の子育てに奮闘しているお母さん同士交流しましょう。

　　ふれあいベビーマッサージ（20分位）
　○「わいわい広場」…毎週水曜日（14:00～）
　　幼稚園児等大きい子向けのコーナーを用意します。

　　小さい子から大きい子までワイワイ遊びましょう。

　〇あそびにおいで…八郎潟保育園の園庭、前庭を開放しています。

　　開放時間は平日の午前９時～11時　午後２時～４時
　　※事務室にひと声かけて遊んでください。

　◆問い合わせ先　　保育園　☎８７５－５１７２
　　にゃんぱち子育てらんど　☎８２７－５６０２

【29年１月の申込状況】
○ 藤本　哲也 さん １０，０００円

○ 匿　名　希　望 １０，０００円 １件

○ 匿　名　希　望 ５，０００円 ２件

合計４件、30,000円の寄附金をいただきました。
ありがとうございます。

～ふるさと納税制度～

「八郎潟町がんばれふるさと基金」「八郎潟町がんばれふるさと基金」

町ホームページにある下記バナー
からご覧になれます。

町の情報をFacebookで
発信中！
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●内　容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
●日　時　３月19日（日）
　　　　　午前９時～正午
　　　　（毎月第三日曜日）
●場　所　湖東地区消防本部
※講習は無料。３月17日（金）までに
お申し込みください。
◆申し込み・問い合わせ先
　湖東地区消防本部
　☎８７４－２４２０

★14日（火）午前10時頃

　秋田民謡、みんなで唄うもよし聞
くもよし
●日　時　３月13日（月）
　　　　　午後２時～
●場　所　はちパル
●参加費　無料
◆問い合せ先
　まめだが～民謡クラブ（岩村）
　☎８７５－３３３５

　秋田県司法書士会では、毎月第３
木曜日に相続、贈与、借金、多重債
務などについての無料相談会を行っ
ております。
●日　時　３月16日（木）
　　　　　午後１時～４時
●場　所　潟上市飯田川出張所
　　　　　※要予約
◆申し込み・問い合わせ先
　八郎潟町社会福祉協議会
　☎８７５－３８７１

☆ギャラリー展示
　能代市「平川　慧（けい）点線画展」
　平川さんは能代市在住で障害を持ち
ながらも、ポスターカラーを使い、多
くの秀逸な作品を制作している方です。
●月　日　３月１日～３月31日

【はちパルにぎわい創出事業】
☆写経カフェ
●日　時　３月22日（水）
　　　　　午後１時～３時
●場　所　ぱちパル交流ホール
●参加費　500円
◆申し込み・問い合わせ先
　はちパル　☎８２７－５６００
　カフェどんぐり
　☎０７０－１４３２－２６３２
　若手僧侶による指導の下、ケーキ
と飲み物で休憩しながら
写経により自分を見つめる時間を過
ごします。

【はちパルにぎわい創出事業】
☆ 美活・健康ヨガ「ルーシーダット
ン」体験
●日　時　３月13日（月）
　午後６時30分～７時30分
　ぱちパル交流ホール
●参加費　無料　当日参加OK
● 持ち物　ヨガマット（バスタオル
でもよい）、飲物、タオル、動き
やすい服装
◆問い合わせ先　猿田
　☎０９０－５５９１－６４３１

★はちパル春を呼ぶコンサート
●日　時　３月19日（日）
　　　　　午後１時30分～３時30分
●主　催　秋田合唱団
●客　演　八郎潟町民合唱団
　　　　　八郎潟女声コーラス
　　　　　大潟村コールかざはな
●入場料　無料

八郎湖へ海水を導入したら？
　秋田県立大学の八郎湖流域管理研
究会が主催する第４回シンポジウ
ム「みんなで八郎湖を考えるin八郎
潟」が下記のとおり開催されます。
　八郎湖の水質改善研究の一環であ
り、私たちに大変身近な内容です。
また、当グループの安田さんも講話
されますので聴いてください。

●日　時　３月４日（土）
　　　　　午後１時～４時30分
●場　所　はちパル
●入場料　無料
●内　容　
【一般講演】
１「 八郎湖への海水導入のメリット、

デメリットを整理する」
　秋田県立大学　近藤　正　准教授
２「忘れ得ぬ八郎潟」
　八郎潟町　　　安田　貞則　様
３「 大潟村農家が考える水稲栽培と
八郎湖の水質」

　大潟村　　　　菅原　恒紀　様
　一般講演終了後、「八郎湖で何を
するか～八郎湖の課題と対策」につ
いてみなさんで話し合いをします。
◆問い合わせ先　事務局　佐藤
　☎８７５－３９４８

　家庭内の問題（夫婦関係・離婚、
親子関係、扶養、相続、遺言）土
地・建物・金銭のもめごと、多重責
務問題、交通事故（補償）でお困り
の方はご相談ください。

●日　時　3月10日（金）
　午前10時～午後３時
　当日随時受け付けし、順番に相談
に応じます。（予約はできません）
●場　所　裁判所合同庁舎内
　　　　 （秋田市山王七丁目１番１号）
●主　催　秋田調停協会
◆問い合わせ先
　裁判所合同庁舎内　秋田調停協会
　☎０１８－８２４－３１２１
　（内線１２８）

●日時　３月14日（火）
　　　　午後１時30分～３時30分
●場所　町防災センター１階
　　　　「大会議室」
　　　　※要予約
◆申し込み・問い合わせ先
　八郎潟町社会福祉協議会
　☎８７５－３８７１

情報プラザ

秋田ふるさと手作りＣＭ大賞2016
八郎潟ＣＭ　３月の放送日

湖東地区消防本部
「定期救命講習」

第１０９回
まめだが～民謡の集い

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会はちパル３月の企画 八郎潟エコ活動グループ

弁護士による法律無料相談

無料調停相談会
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情報プラザ

◇人　口

　 当　月　　 先月比　　昨年比
男 2,810人 （－７人） （－45人） 
女 3,302人 （＋５人） （－41人） 
計 6,112人 （－２人） （－86人） 
◇世帯数

 　2,484戸 （＋２戸）（＋６戸） 
◇出　生　　　２人　

◇死　亡　　　11人
◇転　入　　　10人
◇転　出　　　３人

平成29年
飲酒運転等追放競争結果1位
（全県25市町村・平成29年１月末現在）

町のミニ統計（１月末現在）
◆問い合わせ先　教育委員会　☎８７５－５８１２

☆日　　時　３月23日（木）午後１時30分
☆場　　所　八郎潟町役場　３階　第２会議室
☆主な案件
　①八郎潟町教育委員会委員長の選任について
　②八郎潟町教育委員会教育委員長職務代理者の指定について
　③八郎潟町立幼稚園長の任命について
　④公民館長の任命について
　⑤図書館長の任命について
　⑥町立図書館協議会委員の任命について
　⑦公民館運営審議会委員の委嘱について
　⑧教育委員会評価委員の委嘱について
　⑨学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について
　⑩平成29年度要保護・準要保護の児童生徒の認定について
　⑪３月定例議会の質問と答弁について
※ 日時・場所及び議案等は変更になる場合があります。直前にお問い合わ
せくだされば、お知らせします。
～傍聴を希望する方へ～
・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続　 所定の用紙に住所･氏名･職業等を記入し、会議開始まで会

議室前でお待ちください。
※ 会議は原則として公開していますが、案件によっては非公開となる場
合があります。

◆  1日 中学校要請訪問（道徳）
◆ 11日 スポーツ賞授与式・スポーツ講演会

◆23日 第２回定例会

３月の教育委員会

２月の教育委員のうごき

教育委員会からのお知らせ

シルバー人材センター会員募集中
　シルバー人材センターは、高齢者が持つ知識や経験・技能を活用した、
臨時・短期的な業務などを提供する自主的な会員組織です。
　特別な資格・技能・免許は不要です。仕事以外にボランティア活動や
サークル活動などにも参加できます。
あなたの入会をお待ちしています！

会員になるためには？
●原則60歳以上で、健康で働く意欲と能力のある方
●シルバー人材センターの趣旨に賛同する方
●入会説明を受け、入会申込書を提出した方
●定められた会費を納入していただける方
上記を満たす方であればどなたでもご入会いただけます。お気軽にお電
話ください。

◆問い合わせ先　八郎潟町シルバー人材センター　☎８７５－５４４１
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だ
さ
い
。

☆
メ
ル
マ
ガ
登
録
　
県
内
の
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
無
料
で
随
時

メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。
気
に

な
っ
た
方
は
こ
ち
ら
へ
↓http://

w
w
w
.sukoyaka-akita.com

/

☎
０
８
０
０
│
８
０
０
│
０
４
１
３

　
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
ア
ド
レ

ス
が
表
示
さ
れ
ま

す
↓
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 ふ
れあい

▼
２
月
は
他
の
月
よ
り
日
数
が

短
い
た
め
か
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

月
後
半
の
日
程
が
前
倒
し
に
な

っ
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、
慌
た

だ
し
い
印
象
で
し
た
。

　
さ
て
、
３
月
は
そ
ろ
そ
ろ
植

物
の
芽
生
え
の
季
節
で
す
ね
。

春
を
探
し
に
散
歩
で
も
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。 

巴

▲模様をつける作業。木づちでトントンたたきます。

▲自分だけの缶バッヂが完成！

▲ミニ飾りぞうりの作成 ▲おりこう保水鉢制作の様子

▲かわいい小物入れが完成！▲松ぼっくりのおひな様

今
月
は
様
々
な
手
づ
く
り
体
験
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
「
子
育
て
広
場
」
や
公
民
館
連
携
事
業
の
「
手

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
に
て
、
た
く
さ
ん
の
親
子
づ
れ
や
一
般
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
子
育
て
広
場

　
２
月
18
日
、
19
日
に
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
子
育
て
広
場
で

は
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体

験
と
缶
バ
ッ
ヂ
づ
く
り
体

験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

で
は
、
小
さ
な
レ
ザ
ー
素

材
に
好
き
な
模
様
と
色
を

つ
け
て
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
し
お
り
を
作
り
ま
し
た
。

本
格
的
な
レ
ザ
ー
の
小
物

が
短
時
間
で
で
き
、
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　
缶
バ
ッ
ヂ
づ
く
り
体
験
で
は
、

自
分
で
色
塗
り
を
し
た
ニ
ャ
ン
パ

チ
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
っ
と
い
う
間

に
缶
バ
ッ
ヂ
に
し
て
も
ら
え
ま
し

た
。
日
付
や
名
前
を
入
れ
て
も
楽

し
い
で
す
ね
。

●
手
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

　
２
月
25
日
に
は
、
は
ち
パ
ル
で

手
作
り
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
手
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
は
今
年
初

め
て
開
催
さ
れ
た
公
民
館
連
携
事

業
で
、
５
つ
の
楽
し
い
手
づ
く
り

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

小
物
入
れ
や
置
物
を
作
り
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
満

─ 24 ─

足
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
公
民
館
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う

な
体
験
教
室
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
の
募
集
に
も

ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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発
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〒
０
１
８
・
１
６
９
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　秋
田
県
南
秋
田
郡
八
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字
大
道
80
番
地
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１
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０
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刷
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一
日
市
印
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